
つ
ぶ
や
き

幸
せ
ア
ッ
プ
北
小
図
書
館

年
末
年
始
の
独
特
の
雰
囲
気
は
、
子
供
の
頃

か
ら
大
好
き
だ
。
年
末
の
慌
た
だ
し
さ
や
年
始

の
ま
っ
た
り
と
し
た
静
け
さ
は
、
１
年
の
中
で

も
こ
の
時
期
に
し
か
味
わ
え
な
い
特
別
な
も
の

だ
か
ら
だ
。

私
自
身
の
幼
少
期
は
、
実
家
が
理
髪
店
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
大
晦
日
の
夜
遅
く
ま
で
お
客

さ
ん
が
途
切
れ
な
か
っ
た
。
紅
白
歌
合
戦
を
見

な
が
ら
家
族
で
大
掃
除
を
す
る
の
が
定
番
だ
っ

た
。
紅
白
が
終
わ
る
頃
に
掃
除
が
完
了
し
、
そ

の
ま
ま
初
詣
へ
向
か
い
、
元
旦
の
朝
は
ゆ
っ
く

り
と
過
ご
す
、
そ
ん
な
年
の
越
し
方
だ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
、
違
っ
た
正
月
の
迎
え
方

が
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
こ
数
年
、

私
は
元
旦
に
左

底
の
摩
利
支
天

（
大
原
野
神
社
）

の
初
日
の
出
会

に
参
加
し
て
い

る
。
左
底
や
久

留
里
、
野
田
地

区
の
方
々
と
一
緒
に
初
日
の
出
を
拝
み
、
皆
で

万
歳
三
唱
を
す
る
。
近
所
の
子
供
た
ち
の
顔
も

見
か
け
る
。
元
旦
の
朝
に
家
で
テ
レ
ビ
を
見
て

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
の
も
良
い
が
、
こ
う
い
っ
た

地
域
の
行
事
に
参
加
し
、
多
く
の
人
と
会
話
を

交
わ
す
時
間
は
本
当
に
良
い
も
の
だ
と
感
じ
て

い
る
。

先
日
、
日
並
地
区
に
も
同
様
の
初
日
の
出
会

が
あ
る
と
耳
に
し
た
。
早
速
、
主
催
の
北
ク
ラ

ブ
の
方
に
尋
ね
て
み
る
と
、「
鳴
鼓
岳
第
２
展
望

所
」
ま
で
登
っ
て
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
中
島
公
園
に
集
合
し
、
そ
こ
か
ら
登
っ

て
い
く
そ
う
だ
。
ま
さ
か
、
摩
利
支
天
の
向
か

い
の
山
で
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
行
事
が
行
わ

れ
て
い
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。

早
朝
の
た
め
、
子
供
た
ち
だ
け
の
参
加
を
促

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ぜ
ひ
ご
家
族
一
緒
に

初
日
の
出
を
拝
み
に
行
か
れ
て
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
新
し
い
年
の
幕
開

け
を
迎
え
る
経
験
は
、
き
っ
と
子
供
た
ち
の
心

に
深
く
残
る
は
ず
だ
。

〜

日
本
紙
器
株
式
会
社
様
か
ら
の
心
温
ま
る

ご
寄
贈
に
感
謝

〜

１
２
月
３
日
（
水
）
に
、
今
年

度
も
日
本
紙
器
株
式
会
社
様
よ

り
、
子
供
た
ち
の
た
め
の
児
童
用

図
書
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
れ
が
４

０
回
目
を
迎
え
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
実
に
４
０
年
に
も
わ
た
り
、

地
域
社
会
の
未
来
を
担
う
北
小
の

子
供
た
ち
へ
毎
年
欠
か
さ
ず
ご
支

援
を
続
け
て
く
だ
さ
る
と
い
う
事

実
は
、他
校
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、

類
ま
れ
な
る
ご
厚
意
で
あ
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
は
、
２
０
９
冊
（
約
４
０
万
円
分
）
も
の
新

し
い
本
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
津
町
か
ら
の
図
書

予
算
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
毎
年
新
し
い
本

を
購
入
で
き
る
北
小
の
図
書
館
、
そ
し
て
本
に
親
し

む
子
供
た
ち
は
、
本
当
に
幸
せ
で
す
。

寄
贈
式
に
は
、
６
年
生
を
代
表
し
、

年
間
の
本
の
貸
出
冊
数
が
学
年
ト
ッ

プ
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
二
人

は
感
謝
の
言
葉
を
し
っ
か
り
と
伝

え
、
満
面
の
笑
顔
で
寄
贈
本
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

そ
の
際
、
杉
本
社
長
様
か
ら
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
で
は
な
く
、
紙
で
本
を

読
む
こ
と
の
良
さ
。
」「
ぜ
ひ
、
多
く

の
本
に
出
会
い
、
豊
か
な
心
を
育
ん

で
ほ
し
い
」
と
い
う
、
子
供
た
ち
の

読
書
活
動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
温

か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

新
し
く
並
ぶ
本
を
キ
ラ
キ
ラ
と

し
た
目
で
眺
め
、
早
速
手
に
取
っ

て
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
６
年
生
の
姿

を
見
て
、
杉
本
社
長
様
と
共
に
、

私
自
身
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い

本
が
準
備
を
整
え
、
貸
し
出
さ
れ

る
日
を
今
か
今
か
と
心
待
ち
に
し

て
い
る
様
子
で
す
。

日
本
紙
器
株
式
会
社
様
の
長
年

に
わ
た
る
ご
支
援
に
、
改
め
て
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

１
２
月
１
０
日
、
体
育
館
に
て
「
出

張
カ
ナ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
ナ
イ
ン
」（
カ

ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
工
事
の
た
め
）
を
開

催
し
、
全
校
児
童
で
鑑
賞
し
ま
し
た
。

今
回
ご
出
演
い
た
だ
い
た
の
は
、

長
崎
県
を
拠
点
に
和
太
鼓
の
演
奏
活

動
を
さ
れ
て
い
る
「
西
方
小
天
鼓
（
さ

い
ほ
う
こ
て
ん
ぐ
）
」
の
皆
さ
ん
で

す
。
笛
や
三
味
線
の
演
奏
も
加
わ
り
、

迫
力
あ
る
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な

り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
、
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
体

を
動
か
し
た
り
と
、
心
と
体
全
体
で

演
奏
の
感
動
を
味
わ
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。
嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
と
し

て
、
本
校
の
６
年
生
の
平
野
姉
妹
が

出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
最

後
に
全
員
が
太
鼓
を
叩
く
貴
重
な
体

験
も
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

出
張
カ
ナ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ
ナ
イ
ン

☆
年
始
の
地
域
行
事
の
紹
介
☆

◇
日
並
地
区
初
日
の
出
の
会
：
１
月
１
日
（
木
）

中
島
公
園
午
前
６
時
集
合

◇
子
々
川
地
区
鬼
火
焚
き
：
１
月
１
０
日
（
土
）
１
５
時

子
々
川
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

１
２
月
１
４
日
（
日
）
に
、
「
と
ぎ
つ
生
涯
学
習

を
考
え
る
つ
ど
い
」
が
長
崎
外
国
語
大
学
ホ
ー
ル
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
つ
ど
い
の
後
半
で
は
、

恒
例
の
「
少
年
の
主
張
大
会
」
が
行
わ
れ
、
今
回
も

町
内
の
小
中
学
生
１
６
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い

を
発
表
し
ま
し
た
。

本
校
か
ら
は
、
４
年
生
の
岩
永

琉
海
（
い
わ
な

が

る
み
）
さ
ん
が
出
場
し
、「
将
来
、
看
護
師
に
な

り
た
い
」
と
い
う
明
確
な
夢
を
、
聴
衆
に
力
強
く
、

堂
々
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
の
小
中
学
生
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
貴
重
な
経
験
に

基
づ
い
た
率
直
な
思
い
を
、
実
に
堂
々
と
し
た
立
派

な
姿
で
発
表
し
て
お
り
、
大
変
感
動

的
な
時
間
で
し
た
。
会
場
で
聴
い
て

い
た
保
護
者
や
地
域
の
方
々
か
ら
も
、

感
嘆
と
激
励
の
声
が
聞
か
れ
、
子
供

た
ち
の
頑
張
り
が
地
域
全
体
に
伝
わ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

少
年
の
主
張
大
会



 今回もペアレントトレーニングについての紹介です。今回はステップ4です。繰り返し

になりますが、ステップ１からできるようになったら次のステップに順番に進める、難し

い場合は前のステップに戻ります。４ステップ目はこれまでの内容を少しでもスムーズに

進めるための取組です。それではレッツ・トレーニング！ 

ステップ４ ～協力を引き出すために～ 

 大人の思い通りに動かないこともありますが、子どもは子どもでそれぞれ思い・願望

があるようです（もう少しテレビを観たい、宿題まだだけどゲームをしたい、など）。

ポイントは、子どもがやってみようかなと思わせたり、今の思いを引っ込める、我慢す

る方が、得（自分のため）だと伝えたりするための工夫と考えます。 

【選択させる】  例）「教科書とノートどっちから机に出す？」 

ここで意図していることは、教科書･ノートを机に出してほしいことで

すので、できたらそれぞれ声掛けをします（ステップ１・２）。 

○「筆箱から出していい？」と第３の提案をしてくる→OKとしてできたら声掛けを。 

○何もしない時→選択肢を繰り返し、それでも何もしなければ「ではあなたのために

選びます。」と冷静に伝える。 

【予告する】  例）「あと３分したらお風呂に入るよ。」「あと１分ね。」 

 約束の時刻の前にお知らせしておくことで、心の準備ができます。時間ち

ょうどに止めた、始めた時だけでなく、準備しだした姿にも声かけをしてい

くと効果的です（「おっ時計を見たね。」「着替えを用意したね。」など）。 

【したら／してよいという取引】  例）「宿題終わったらゲームをしていいよ。」 

 「がんばったらいいことがある」「がんばらないといいことなしもしくは悪いことがあ

る」との行動の原理、応用行動分析学の考え方です。さらなる一工夫として、全部が終

わらずとも途中途中でもいいことがあるようにスモールステップ化することもできます

（宿題全部終わったらおやつ全部→音読終わったらお茶、算数が終わったらおやつの半

分、漢字まで終わったら残りの全部など）。 

【よりよい行動のためにチャート】  例）○○がんばり表、おりこうポイント表など 

 作成の方法は…①してほしい行動を選ぶ②試験的に観察し適切な目標かチェック③チ

ャートに行動を書き、イラストなどを添える④望むところに貼る⑤その行動ができたら

シールやマーク⑥日の終わりには何枚増えたか振り返らせる⑦うまくいかなかったこと

は重視せず、できたことに着目（ステップ3）⑧小言や罰や脅しはNGです。ここで注意

は、子どもはシール自体をずっと欲がることはないので「はいシールよ」はNGです。ほ

めること励ますことを忘れずに。またチャートが必要なくなっても、習慣化したことと

して、このことにも声かけを。 

チャートのサンプルが欲しい方は若杉まで。次回はいよいよ最終ステップ5です。 

 

 

 

 

～特別支援教育が特別ではなくなる日を目指して～ 

時津町立小中学校 
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